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以上の 5グル ープに詞書 の書体か ら区分 されて いる。
そ の なか で絵 画 部分 の残 存 す るACDEグル ー プにつ
いて すで に考察 した よ うに （註 1）、 絵画 画面 が 2な い
し 3の複数 画面 内空 間 で構 成 され てい る。 その理 由 は、
絵巻 を巻 き開 く時 に与 える変化 に よった興 味の引 き起 こ
し を 目 的 と した工 夫 が 大 き な理 由 と考 え られ る。 さ ら に
興味深 い ことは各 グループ には複 数空 間画 面構成 の方法
に違 いが あ り、そ れぞれが意 味 を持 ってい るこ とで ある。
、ナ■ ヽ■
し．＿ 」 では、そ の画面構 成や画面作 りをそれぞ れの段 ご
とに詳 しく分析 し、 この意味 を考 察 して各 々 グルー プの
特性 を探 ってい く。 ACDEの 4グループ うち、A・Dお
よびCの 3グルー プにつ いて はす で に構 成、方 法の特 性 を
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探りそ の意図す る事 柄か ら絵巻 の絵 画制作 の考 え方 を考
察した （註 2）。
今 回は残 りのEグルー プ48「早 蕨」、49「宿 木H」、「宿
木0」、「宿木田」、50「東屋H」、「東屋0」以上 6段に
ついて絵画部分の画面構成の分析か ら構成方法の特性を
探り、詞 書内容 か ら各段 の画面作 りの特性 とその意 図を
考察 した上 で、 その意 図す る事 柄 か らEグルー プ と して





画面 を巻 き開い たす ぐの右端 に 2人 の女房 がい る。右
下端女房か らから左上の女房への視線は、二人で一緒に
持ってい る白い表 と緑 の裏 を重 ねた布地 に よって再 び右
下に戻 り、 その左 隣で縫 い物の針 を進 めてい る女 房 に向
かう。 この女房達 は唐衣 と裳 を付 け ないで表着 だけの姿
であ り、 さ らに後 ろ向 きに なってい る右 下女房 は髪 を束
ねて縛 って さえいて、裁縫 の作業 に集 中 して従事 してい
る様 子が措 かれ てい る。 この 3人が縫 い物 に余念 の ない
様子 を措 くことで、慌 しげ に忙 し く京 の匂 宮 の二条邸 に
移る準備 を一生懸命 に進 めて いる この家 の中 の女 房達 の
空気 を表 してい る。
この 3人の左奥 に彼 らを囲み 隠す凡帳 がそ の裏 を見せ
てい る。 この几帳 の後 ろに は、桔梗 の花 と紅葉 した潅 木
を措 く秋草 の図 の壁 面が あ る。
この壁 面の左側 の一段 高 くなった所 に、 中君 が線色 の
未着 を着 て手前 を向い て臥 して居 る占 中君の 向って左 に
置かれた凡帳を挟んだ手前に弁尼が横顔 をみせて対面 し
てい る。尼 は袈裟 をつ けた姿 で凡 帳 の端 に居 て、 中君 の
姿を直接 に見 ないで会話 して いる様子 であ る。
この画 面 は、右 の女房 達 と左 の中君 と弁尼 の 2つ の グ
ルー プが 画面 にで きていて、 明 らか に左 右 2つの部分 を
明確 に分 けて構 成 されてい る とみ られる。
その 2つの グルー プを繋 ぐ位 置の画 面中央 に、女房 が
後ろ 向 き姿で 中君の方 を向 いてい る。 中君 の前 には中 に
反物 らしきものが入 った乱 れ箱 が一つ おか れてい る。 こ
の女房 は髪 を括 らず にい る。 すな わち 自 らは作 業 をせ ず
にい るが、反物 を前 に置 くこ とで、女 房達 の意思 の象 徴
として彼 らの意 思 を伝 え る役割 を担 って、 中君 に向 き合
って いる。 しか も、 この反物 の置か れか たは、前述 の女
房達 の心 を合 わせ て引 き合 よ うに持 つ布が右 下 りの方向
であ るのは異 な り、 この女房 と中君 の両者 間 を隔 てる よ
うな左 下 りの方 向 に置 かれ てい る。 ここに、 両者 の心の
敵齢が措かれている。
さ らに、 中君 の前方左 右 にあ る凡 帳 は一 方 は女房 達の
仕事 の様 子 を、 他方 は弁尼 がい る空 間 を隠 して いる。つ
ま り中君 は閉 ざされ た区画 の中 に押 し込め られ てい るこ
とになる。 中君 の 閉 ざされ た区 間か ら口 を開け てい るの
は、反物 を入 れた乱 れ箱 と弁尼 の手 に携 え られ た数珠の
ある ところであ る。左 側 の中君 と弁尼 と間 にある凡 帳 は、
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弁尼 が袈裟 をつけ た尼 と しての正装 であ り客 人 と してそ
こに居 る こ とを示す もので客 人の いる空 間を表す。また、
弁尼 は宇治 に残 留す る ことで、 この空 間 は宇 治残留 を思
う中君 の心 中を も表象 す る。 画面右側凡 帳奥 の寛い だ姿
で仕事 に没頭す る女房 達 と、 明 らか に異 なる様 子の空 間
を見せ る。
ところで、 この中君 を閉 じ込 め た区画の なかに、秋草
のモチ ー フが ある。 中君 の位置 の画面右 に＿並ぶ秋草 のモ
チー フのあ る壁 面 は、右 の凡帳 を境 に女 房達 の側 の 同 じ
壁面で は若草 の生 えた ところが措 か れてい る。凡 帳 の隔
たりが 同 じ壁面 を共有 しなが ら、同 じ室 内で はな く別 の
空間 を形 成 してい るこ とに なる。女房達 は若草 の萌 え出
る時 に新 しい世 界 の始 ま りを準備 してい るの に対 して、
中君の空 間 は秋草 の堂 々 と生 い茂 った豊穣 の刈 り入れ の
時節 を迎 えいれ てい る。 しか も、 区画 を仕 切 る両 方の凡
帳が画面上 方 に向け て左右 に開いて置 かれて いて、そ の
区切 られた空 間が 後 ろ （未来） に向か って広が ってい く
ことを暗示 して いる。 この凡帳 は、空 間の区切 りと共 に
時間 の 区切 りを もつ け て い る。
こう して反物 の入 った打 乱れ箱 を支点 に 2つ凡 帳で仕
切られ たこ とで三 つの世界 が画面 内 に並存 している。そ
の反物 はこの場 の共 通項 とな っていて 3つの世界 を結ぶ
もので あ り、中君 と女房達 との心 の敵齢 や、弁尼 の涙 を
誘う もの に な っ て い る 。 つ ま り、 詞 書 に 出 て こ な い が 、
この状 況 を作 りえた薫か匂宮 の象徴 と して描 かれている。
以上か らここの画面 はモチー フの配置 に大 きな意味 を
持たせて いる こ とが知れ る。
この場面 の詞書 は、弁尼 が中君 を慰 め なが ら話 し、そ
の心 情 を述べ た和歌 を交換 しあ う中に、女房 達が満足 げ
に縫 い物 に勤 しみ なが ら弁尼 を老 いて僻 んでい る と見て
いる様が善かれている。短い文章に書かれた内容がすべ
てモチー フ として措 かれ ている。
また、詞書 中 に女 房 につ いて書 かれた処 を削 るこ とな
く残 し、画面 に も女房 達が描 かれ てい る。
この画面 は、明 日は京 の匂 宮 の二条邸 に移 る とい う時 、
女房 達 はその嬉 しさに満 ちてい るのに対 して中君が い く
べきか否か を まだ迷 って いる場 面 を、中君 の空 間の前方
が女 房達 の空 間 と宇 治の残 る弁尼 の空間 の 2つ に分 けて




る二 階棚 が あ る。 それ は黒 一色で はな く明るい黄色 地 に
オレンジ とグ リー ンを配色 した文様 が措 かれて いて、お
そら く表 面 に金蒔絵 が 施 され た豪華 な装 飾家 具 であ る。
その左側壁面下部には飲め込み障子がある。その画面は
剥落 が 酷 く よ く見 え な い が 、 下 の 方 に 緑 の′山 ら し き もの
があ り、上 部 に鳥 が何羽 か飛 んでい る ものの よ うで ある。
この部分 以外 の 2本 の角柱 に囲 まれた 3間の壁面 は 白い
ままに な ってい る。室 内左 端 に大床子 が 置か れ てい る。
二階棚 と大床子 に挟 まれた あいだ は高麗縁 の畳 2枚 が ち
ょう ど入 る くらい の広 さで ある。そ の畳 に績綱 縁 の畳 を
重ね た ところに帝が座 り、前 に碁盤 を置 いて対 面す る位
置に後姿の薫が居る。
左 の障子の外 には二人の女房がいる。その後方には厨
子棚 が 2つ くっつ けて置か れお り、 そ こに撃 の琴、 2つ
ずつの巻子や冊子本や打乱れ箱が置かれている。
この画 面 は、右 の帝 と薫・ 左 の女房 達 との 2つ のグル
ープが で きて いて、 明 らか に左右 2つ の部分 を明確 に分
けて構成 され てい る。
場面 は、 藤壷 で それ まで女 二宮 と碁 を打 ってい た後、
薫を呼 び寄せ て碁 を打 つ ことにな った もの であ る。画 面
では藤壷 であ る ことを示 す ものは な く、大床子 が置 かれ
てい るこ とか ら、清涼殿 の朝銅 の間 と言わ れてい る （註
2）。「中納 言 の朝 臣 こなた に」 とあ る 「こなた」 は朝銅
間の事 を指 す もので あろ う。
家 具類 に取 り囲 まれ た狭 い室 内で畳 を重 ねた上 に座 っ
ての碁 を打 ってい る様子 が描か れて いる ことか ら、公 な
場で はな く、 あ くまで も私的 な空間で の私的 な行為 とし
て描 こ うとした もので ある。前述 した金 蒔絵 が一面 に施
された豪華 な家具 があ る帝の私 的 な室 内 と見倣 す こ とが
できよう。 しか し、天皇 の居 間に しては道具類 が多す ぎ
るように思 える。 これ らの道具 を、帝 は 自分 で動かす こ
とはな く、 すべ て女房が準 備 し、 運 び、使 用す る時 で さ
え補 助 してい るはずの物 たちで あ る。 それ らが 日常空 間
とはい え帝 が使用 しない時 に も置 かれ てい る。 いつ も身
近にこれ らの雑器類が置かれるのが当時の貴族の状況で
あるの な ら、 この部屋 は帝 の居室 と言 うよ り、 貴族階級
の人 々 の 居 室 ら し く も見 え る 。
ところで、帝 の私 的 な空 間 とい うこ とで、場所 を朝銅
の問 と決 めた こ とは、物語 本文 中に見 られ ない。帝の私
的な空間が朝 銅 の間 と常 に決 まってい たの な らばそれ に
従った まで と考 え られ る。 しか し、本文 中に記述 のない
場所 で宮 中の清涼殿 内の 自由 な場面 と して、絵巻 の作 者
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によ り朝 銅の 間を選択 された とす る とその意味 は何 であ
ろうか。 そ こで、画面 を見 る と調 度 に置かれ た雑 器類 の
多さが注 目される。 これ らの雑 器類が和 歌で掛 け言葉 に
して詠 まれ る ものが多 い ことに気 付 く。
ひ と り－ 火取 、 うちみだ れ一 打乱 笛 、 ゆす る一 肘 杯、
こと一撃 、 ま き一 巻子、（は） こ一 宮 な どであ る。
この調 度 たち を読み 込んで いた とは考 え らないで あろ
うか。 これ らの事象 を表 わす掛 け言葉 を心象 の文脈 に直
してみ る と「一人打 ち乱 れ譲 る事 」 な どが読 み取 れ る。
する と、心情 が描か れてい る事 に気付 く。 これ らの雑 器
類は、 単 に画 面の説 明以上 の意味 を持 って いる と考 え ら
れよう。歌 絵 の 手法 が ここ に使 われ て絵 画 が 措 かれ て
いる （註 3）。
さて、障子 の外の女房 達 は聞 き耳 を立て て部屋 の中 を
伺ってい る。 一人 は頭 を障子 に寄 り掛 か らせ 、 もう一人
は僅 か に障子 を開 けてその 際聞か ら中 を覗 いてい る。帝
の近 くに居 る女房 達 であ るか ら当然 正装 を して いるが、
女房達が障子近 くに寄れる可能性が十分ある状況が この
場所 に存在 す るこ とを物語 ってい る。清涼殿 の公 的な場
では、男性 従者 の蔵人 な どが近習 して いる はず であ るが 、
朝銅 の 問には女房達 が出仕す るこ とがで きた。すな わち、
こ こで も公 的な状況 で はな く、 しか も女房達 が いる こと
の不 自然 さがない場所 の朝銅 間である ことを語 っている。
この女房 達は、一 人 は白地 に亀 甲紋の唐衣 に濃 い朽 ち
葉色地で上に文様があるのかが措かれた文様の剥落ため
見え ない表 着 を、 もう一人 は濃 い黄 土色 に銀 で菱紋 様が
措かれた唐衣に白地に花紋繋 ぎ紋様の表着を着ている。
藤壷 の女御 の崩御後 で あるため か、或 いは、秋 の色 目を
意識 してか、女房達 の衣装 の色が いずれ も赤い色 を避 け
て用 い られてい る。
その彼女 た ちが 寄 り掛 か っている障子 に は、下 辺の近
景部分に交差する樹木が措かれ、上部の遠景にも木の生
えた穏 やか な山の曲線が見 られる もの で、樹 木 の多 い山
の風景が措かれている。
この場 面の詞書 は、薫 が帝 に呼ばれ 時雨の 日に碁 の相
手 を して 3番 中 2つ勝 ち、今 日の ところは庭 の菊の花 1
枝を折 る こと許 され て和 歌 を詠 み、帝 もそれ に答 えて詠
んだ歌が書かれる。
この詞書 には女房 につい て善 かれ てないが、 画面 には
2人の女房が措かれている。
ここの画面 に は、天 皇が大事 に してい る女二 宮 を薫 に
降嫁 させた い と考 えてい る私 的な思惑 を碁 の掛 物 になぞ
らえ て薫 に伝 え よ う として碁 を打 って い る情 景 が描 か
れ、 それ を女房 達が盗 み見 してい る ところが加 えて措か
れて、詞書 に は書 かれ てない 2人 の女房 が措か れてい る。
この 2人の女房 が描 かれ てい るこ とは、帝 の この行為 が
私的 な行為 であ り、私 的 な思 惑か ら起 きた もの であ るこ
とを強調す るため の設い であ ろう。 帝 を囲む室 内の調度
雑器類 も同様 な意味 をもつ が、 さ らに主人公 の心情 を掛
けた もの になって いる。淡 々 と情景 を措 いた画面 で はあ
るが、その中に掛詞の手法 を使って、主人公の心情 を書
き加 え て い る 。
この画面 は絵画 として この画面全 体 を拡 げた時 に帝 の
この行 為が私 的 な行為 で あ り私 的な思惑 か ら起 きた もの
であ るこ と理 解 され る もので 画面 を開 けて い く途 上 で、
部分 しか 見 え てい な い時 には よ く理解 で きな い もの で
ある 。
それに加えて、詞書の最初に書かれた部分、「薫が召
しだ され てその特別 な香 りや姿 が特 殊 であ る」 とい って
いるの は女 房達 であ るこ とが、 この詞書 に は善 かれ てな
いが画面上に措かれた 2人の女房が表 している。確かに
画面右側 の 帝 と薫 で詞書 の この情 景 は完 結 してい るが、
左の女房達 を加 える こ とで物語 の成 り立 ちの過程 を思 わ
せる こ と が で きて い る。
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画面 を開け る とす ぐ着 衣 に大 き く取 り囲 まれた匂宮 が
画面の 中程 の位置 に見 え る。匂宮 の顔 のす ぐ下 に六君 の
顔が見 え、口 を単 の袖 で覆い なが ら傭 き加減 に匂 宮 に寄
り添 っ て い る。
その二 人 を三 つの凡 帳が取 り囲ん でい る。 二人 の後 方
であ る画 面上部 の二つ の凡帳 は表 を向けて いて、 その奥
に何 か があ るこ とを表 わす。彼 らの左 にあ る凡 帳 は彼 ら
方に裏 を見せ ていて彼 らを囲んでい て、昼 にな り彼 らが
後方 の奥 まった部分 か らこの場 に進 み出て きた こ とを物
語っている。この凡帳に続 く屏風は立涌唐草模様の裏面
が措かれて入れる。裏面を女房達に向けて、屏風に措か
れた絵 が見 える表 を彼 らに向けて いる。 この屏風 は間仕
切りの意味が あ り、女 房達 との はっ き りした空 間の区分
を意味 して いる。
ここは、画 面右 に匂 宮 と六 君の二 人 と画 面左 に女 房達
とが 中央の屏風 と凡 帳で二分 され て 2つ のグル ープが画
面にで きて いて、 明 らか に左右 2つ の部分 を明確 に分 け
て構成 され てい る。
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さて、匂宮 と六君の 2人 は床の上 に績綱緑の畳 を、 さ ら
にそ の上 に龍壁 を重 ねて敷 いてい る。そ の畳 の縁 は画面
天地 と平行 にな っていて安定 した構 成 になって いる。六
君は緑地に亀甲に円花紋の二重織物の表着に、袖から肩
の辺 りに もう一枚重 ねて着 てい る らし く肩 の辺 りの髪の
下に表 着 とは異 なる四つ葉 の文様がつ い た緑色 地が見 え
てい る こ とか ら唐 衣 を 着 て い る ら しい 。 しか し、 袖 に は
手を通 して い な い こ とが 、 口 を 覆 う様 子 か ら判 り、 また
扇を前 に置 いてい て扇 で顔 を覆 っていた こ とも想像 させ
る 。
一方、画面左 にいる女房達は、畳の嫁が画面天地にや
は り平行 に並 んで置 かれて いる上下 2段 の畳 の上 に別 れ
ている。上方の畳に 2人、下方の畳に 3人、合計 5人の
女房がいる。 この女房達はすべて唐衣裳姿で、扇を手に
している。彼女 た ちの着 て いる唐衣 は色 や柄 が 5人 とも
すべ て異 な る もので あ り、 しか もそ れぞれが賛 を尽 くし
た様子 に措か れてい る。左 上 の扇で顔 を隠 してい る女 房
が、唐衣は白地ひ し形樺紋の錦で、濃赤色の単 にも菱紋
が見 え る。 そ の右 の女房 は、 青色 の衣 装 を着 けて い る。
青色 は、唐 衣 と表着 のす ぐ下 の打 衣 に用 い られて い る。
この女房 は青色 の衣装 を多 く着 けて いるが、 この場面 の
女房達 はその ほか に も青色 の衣装 を多 く用 い てい る。前
述の女房 の左袖 に も青色 が見 える。 また、左下端 の女房
の打衣 に も青色 が見 える。女房達 の装束 には青 の ほかに
緑も多 く使 わ れてい る。
一般 に禁色 の青 が この場 面 には多 く見 られ る。装束 の
ほかにも、据濃の凡帳の据部分や、屏風の縁布に青色が
使われ てい る。
また、緑 も装束 等 に多 く使 われてい る。す なわ ち、寒
色系の色合いが多 く使われている画面である。
詞書には、匂宮は昼に六君見て、一層気持ちが傾いて
いった。顔 や髪 な どそ の容 姿 ばか りか、 受 け答 え にも恥
ずか しそ うにす るが 覚つ か ない事 が ない有様 に。 また、
その女房達 や女童 に欠 けた ところな く、装 束 も尋 常で な
い好 み を極 め ていた と善 かれ る。
この詞書 は、源氏 物語本 文か ら六君 と比 較 した中君 に
関す る記述 の部分 が削 られて書 かれて いる。 しか し、女
房達 につ いての記述 部分 は残 されてい る。
匂 宮 が 日中 に六君 を初 めて見 てその美 しさ賢 さに気持
ちが惹 かれてい くところが詞書 に善 かれ てい る。 安定 し
た構 図 か ら斜 め では な く落ち着 いた この状 況 に満足 す る
匂宮 の気分 を表現 して いる。 また、六君 の美 しさを女房
達の華や かな色彩 で、恥 じらい を扇 で顔 を隠 した女房 で、
賢明で理知 的 な人物 で ある こ とは寒色 を主 に用 い るこ と
で表 して い る。
匂 宮 と六 君の空 間 と女房 達の空 間 とが 障子 を挟 んで 明
確に隔て られ るこ とな く可 動式 の屏 風 であい まい に隔 て
ているの は、実際 の空 間が この様 であ った とい うわ けで
はな く両者 の空 間が非常 に密接 に関わ ってい るこ とを表
してい る。 しか も両 者共 に平行 の安 定 した構 成 にな って
いて、雨空 間の近似性 を も表現 してい る。
この場面 は、詞書 に も女房達 が 出て くる処が 選択 され、
画面 もそ れに従 って女房達 を措 いてい る。 ここでの女房
達は、女 主人六君 の特質 を象徴 す る もの と もなって いる。
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右上 端 に中君 と匂宮 の二 人 を措 き、そ のほか の部分 に
建物 と庭の前 栽 を措 いて いる。 まず 二人 は、画面 最上端
に匂宮 の烏帽 子の先端 が画 面か らはみ 出す ぐらい ぎ りぎ
りの際に位置 して いる。格子 をすべ て上 げて しか も御簾
まで も巻 き上 げて しまった室内の妻戸 近 くの角 の柱 の前
に、匂 宮が直 衣 を引 きか けただ けの寛い だ姿 で琵 琶 を抱
えて演 奏 してい る。 その前 方にあ たる画面右 に中君 が脇
息に寄 り掛 か りなが ら聞 き入 っ て い る よ うす で あ る 。
彼 らの左側の画面は、前栽の秋草が風に靡いている。
こ こは、画 面右 の建物 内の匂 宮 と中君 の二 人 と 画面
左の庭 の秋 草 とが 中央 で二 分 され る 2つ の要 素 か らで
きて いて、画面 は明 らか に左右 2つ の部分 に よ り構 成 さ
れて いる。
ところで、匂 宮 と中君の二 人 は庇 間の御簾 も開け放 っ
たままの貴子縁 に近 い ところにい る。 中君 の左 に凡 帳が
置か れ て開 いた妻戸 か らの視 線 を塞 いで い る。 しか し、
庭か らの視線 に対 しては全 く遮 る もの もな く無防備 に な
って いる。 さ らに、 隣の部屋 との境 の障子 も開 け られて
いて 、こ こか ら も中 君 を 覗 き見 る こ とが で き る 。こ こ で 、
几帳が立 て られて半分 遮蔽 されてい る ところは実 は匂 宮
との 間であ り、 その うえ中君 は手 に持 つ扇 で顔 を隠す よ
うに して、匂宮 との 間の隔 てを一段 と強調 してい る。 こ
の極端な開放 と不思議な遮蔽は彼女の置かれた今の状況
を説 明 す る も の で あ ろ う。
実 はこの二人 は画面 天地 と平 行 に引 け る一本 の横線 上
に並 んでい る。 しか し、 この建物 を構成 す る線 が画面外
枠に平行 に なってい ないので、彼 らが並 んで措 かれ てい
るライ ンとは平行 にな らず、 そのた めいか に も不 安定 な
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感じを 出 し て い る こ とが わ か る 。 こ れ も、 彼 らが 自 らの
意志 で好 んで不 安定 な心 境 にな って いるので はな く、外
部の環境 が斜 めに なってい るのでや むを えず に安定 した
状況 を作 り出せ な いで い る こ とを説 明す る もの であ ろ
う。外 か ら彼 らに襲 い掛 か る不 安定 さは、庭 に突 き出た
貴子縁 の角の部 分が端 的 に示す もの であろ う。
こ この 室内 の障子 には樹 木 の生 えた山 の絵 が 措 かれ、
これ までに、長押 上 の小壁 の存在 を描 く場面 は見あ た ら
なか ったが、長押 上 の小壁 に もなだ らかな 山 と山上 の林
やそ の奥 の遠 山がのぞ まれ る風 景が措 かれて い る。今 の
2人の心境である静かで穏やかな障子絵である。
この建 築モ チー フで は、御簾 をつ けた建物外側 の長押
よ り下 に、室 内の障子上 の長押 の位置 があ る。 この小壁
の上 に も空 間が開い ていて ここか ら凡 帳の柱が 見 える く
らい高 い位置 か らの傭 轍視 の視 線が で きてい る。 この視
点や視線は、12世紀後半に制作 された物語絵巻 （図 5）
に よ く見 ら れ る もの で あ るが 、 こ こ ま で の こ の絵 巻 内 に
は見 られ な か った視 点 で あ る。 新 しい視 点 や建 築 モ チ
ーフの構 成法 が この画 面 に採用 され て い るの は単 に新
しさだけ を優先 した ので はないはず であ る。視 点の高 さ
も画面 の不安 定 さを表現 す る要 素 となってい る と考 え ら
れる。
さて、画面左 の庭 には前栽 の秋草が 大 き く風 に揺 れて
いる。 薄が倒 れかか ってい るが、そ の茎 は真 っ直 ぐに伸
びて いて，御法 の段 の薄の よ うな弧 を措 く茎 とは異 なっ
てい る。 また、 ここでは萩が いった ん上か ら下 が り再 び
上向 きの 曲線 で地面 を這 って昇 って い く線 で措 か れて、
風に靡 きな が ら大 き な 曲 線 で 自在 に動 く もの の よ う な 表
現になってい る。藤袴 は茎の先端 にいっぱい花 をつ けて
すっ くと立 ち上 が る よ うな仕草 の 曲線 に表 わ されて い
る。どれ も、単純 に風 に吹 かれて いる とい う棟で はな く、
意志 を持 っ た花 た ちが風 に戯 れ てい る よう な表現 で あ
る。 それ らを措 く線 は力 強 さ よ り弱弱 しい細 い線で ある
にもかかわ らず 決 して折 れ る ようなこ との ない柔軟 な性
質の 曲線 を してい る。
詞書には、中君は匂宮の琵琶の演奏が心に漆みて、宮
を恨 み尽 くす こ とが で きず、凡 帳の端 か ら脇息 に寄 り掛
かって物 思 いに浸 って様 子 をみせて いるのが見 栄 えが す
る。 秋 が 終 わ り、 飽 き果 て て い る こ とは な ん とな くわ か
ります よ と恥 ず か しそ う に涙 ぐん で い る と こ ろ を扇 で 隠
す姿 か らそ の心 中 を推 し量 られ るが、彼 女 のそ うい った
様子 が薫の気持 ち を も放 さない ことであ ろう と疑 わ し く
思えて匂 宮 が恨 む ところであ ると書 かれ てい る。
匂宮 の琵琶 の演奏 に中君 が 自分 を哀れ んで涙 ぐむ姿 を
恥ず か し く思 い扇 で顔 を隠す様子 を措 き、彼 女 の読 ん だ
歌の 飽 き尽 く され て し ま っ た こ と が穂 の は た め く薄 の よ
うに灰 めか され る とあ るこ とをそ の まま画 面 に風 に穂 が
倒れ る薄 を描 いた庭 を措 いてい る。
この画 面 は ど こか遠 く高 い と ころか ら見 下 ろす視 線
で、不 安定 な斜 線 のみ による構 成 の建 築モ チー フの開 け
放された隠 れるすべ もない空 間の 中にお互 いの心 の拠 り
どころ を求 めなが ら並 んで い る二 人 を表現 して いる。二
人の心 の不安 定 さは、庭 の秋 草の生 え方や それ を措 く線
の弱 々 しさに反映 されて いる。左右 2つ の空間 は物象 と
心象 の二つ に分け られた情景 で ある。 この場 面 は、 詞書
にも、 画面 に も女房達 が登場 しないで、主 人公 だけの情
景で 出来上が って いる。
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画面右下端に後姿から措いた女房の上半身のみで始ま
り、 その上部 に唐衣 は着 けず 裳 を着 けた だけの女房 が 身
舎の飲 め込 み絵 の ある壁 のす ぐ手前 の廟 の間 に どっか り
と座 ってい る様 子 に大 き く措 かれ てい る。
そ の身舎 の障子が 半分 開け られ てお り、 そ こか ら内部
に敷 かれた畳 の嫁が績 鋼線 であ るこ とが見 え る。 この部
屋が匂宮 の部屋 で ある こ とを示 してい る。 身舎 の入 り口
の障子が開け放たれているこの場面は ≪伴大納言絵巻≫
の伴大納言が連行された直後の様子に似ている。そこで、
画面右端 の裳 を着 けただ けの女房 は匂 宮が まだ この邸 に
いた時の名残 を表 してい るので あろ う。
この建築空間は、障子絵や壁飲め込み絵ある身舎 を画
面右 上方 に置 き、 その周 囲 をL字型 に囲 む庇 間が形 成 さ
れる。 ′
そ の身舎手 前 に広 く開 けた空 間の ところに上述 の女房
達がいる。彼女たち左側には凡帳が置かれる。その凡帳
は身舎 人 り口 を隠す ように置 かれ てい る。 また そ こか ら
覗く壁 面 には山が描 かれ てい るのが判 る。 その障子 絵 に
措かれている点在する小 山と樹木の風景画が、匂宮のこ
の二条院への足枯れの棟を点在 の土坂で示 している。或
いは、 中君 と浮舟 の間 にある溝 を措 く。
一方 、身舎左 の庇 間 には柱 に隠れる よ うに してい る前
にお い た絵 の措 かれ た冊子 を見 入 って い る浮 舟が い る。
その手 前 にち ょう ど浮舟 に正対 す る ように中君が座 って
髪を棟 かせ てい る。 この二 人の 間のやや右 よ りに、 冊子
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に書 か れた文字 を声 に出 して読 んでい る様 子 の右 近が措
かれて いる。 これ らの人物 達 と上 述の女房 達 は、 先 ほ ど
の几 帳 で区分 されてい る。
ここは、画面右 の庇 の女 房 の二 人 と画 面左 の右 上か ら
斜め下 にで きた庇 の浮舟 と中君 たち とが 中央 の凡 張で二
分され た 2つの グルー プが画面 にで きていて、 明 らか に
左右 2つ の部分 を明確 に分 け て構 成 されてい る。
詞書 には 中君 が洗 髪後 に髪 を挽 かせ なが ら浮舟 を前
にして みる とそ の容姿が大 君 に似 た様子 に慰 め られ る よ
うであ る。絵 を出 して見せ て右近 に言葉 を読 ませ て もっ
と観 察 す る と、 恥 ら う様 子 も な く趣 も あ り顔 つ き は亡 き
父八宮 に似 て懐 か し く涙 ぐまれる と書 かれ る。
詞書 に記述 されてい る部分 は画面 中央 の凡帳 か ら左 の
部分で ある。詞書 に も画 面 に もい る女房 達が主 人 と関わ
ってい る様 子が措 かれ てい る。 詞書 を読 む女房 、髪 を棟
く女房 な ど、何 か仕事 を して いる様子 が措か れる。右 の
2人 の女 房 につ いて は詞 書 に も記述が な く、右 の部分 は




見せ る。八重葎 は力強 く立 ち上 が ってい る。真 っ直 ぐに
伸びる女 郎花、横 に靡 く薄、 その 間を縫 って枝 を横 に伸
ばす紫苑が堂々と措かれる。右上か ら左下への順勝手に
伸びる貴 子縁 の上 に薫 が開 いた妻戸 の方 に顔 を向 けて手
には扇を持 ち後 ろ姿で措かれる。薫の後方 （画面手前）
には、 透垣が 立て られてい て、 薫 を遣 戸 と共 に取 囲んで
いる。その脇に棲折傘の一部が覗き見 られ、雨模様の空
気が漂 って いる ことを表 してい る。 こ こに座 って いる薫
の姿 はか な り大 き く措 かれ てい る。薫 以外 の八 重葎・ 傘
もそれぞれ大 き く措 かれて いる。
薫の左側遣戸の上の上長押が画面途中で切れ、そこか
らか な り高い視点 で捉 え られて措 かれて いる室内が 覗か
れる。外は雨模様であったが、室内は燭台が措かれてい
て内部の暗 さを表 してい る。屋 内 では、一 人の女房 が障
子を開 けて内側 に向けて声 を掛 けてい る。 障子の 内側 に
は弁 尼が 目前 に うつ伏 してい る浮舟 に声 を掛 け てい る様
子であ る。 ここでは弁尼 は袈 裟 を着 けて いな く、 内輪 の




ここに居 る浮 舟 は、 室内 の一段 高 くな った箇 所 に高麗
縁の畳 に上 に うつ伏せ に なった後姿 を措 く。小 さな頭 部
にかか る髪 は途 中で未着 によ り隠 され、前髪 の部分 だけ
が着物 の縁 に沿 って足 元 まで伸 び ていてそ の長 さを思 わ
せるよ うになってい る。同 じような姿 に措 かれ る 「相 木
H」 の女 三宮 の 髪 の長 さ と量 に比 べ る と、 随 分大 きな
違いが あ るこ とが わかる。浮舟 は長 い髪 を してい る こと
から美 しい こ とを表 してい るが、そ の髪の量 がそ れほ ど
多くない ことが彼女 の美 しさの量 を押 しはか らせ る。
ここは、画面右 の屋外 の葎 と薫 と画面左 の室内 の浮舟
や弁尼 や女房達 とが遣 り戸 な どで二分 され て 2つ のグル
ープを画面 につ くっていて、 画面 は明 らか に左 右 2つの
部分 に よ り構成 され てい る。
さて、 ここに措か れた浮舟 は乳母 や弁尼 よ りも小 さ く
てこの場 面 中で一番小 さ く措 かれ てい る。貴 子縁 に座 っ
てい る薫 の姿 がか な り大 きく措 か れてい る ことと対 比す
ると、 一層 その小 さ さが浮 き立つ。 また、両 者の画 面上
の位置 も、薫 が画面 中央 よ り上 にあるの に対 して、 浮舟
はその薫の身体の下の線上に頭が来る。この関係は、薫
と浮舟 の関係 を物語 って いる。す なわ ち、 浮舟 は大 君の
よ う に 自分 の 意 思 を は っ き り と 口 に す る こ と な く薫 と 関
係を続 け る。 それ は匂 宮 に対 して も同 じ様 であ るが、匂
宮に対 しては薫 よ りは打 ち解 け ていた よ うであ るが 、薫
に対 して は何 もい えない でい るこ とが多 かった。薫 と浮
舟の関係 は、 薫が浮舟 を大君 の形代 との み考 えていた薫
の一 方通行 的な思 い込み に終 始 していた こ とを示 す表現
である。浮舟 に とって は、 直前 の匂 宮 に迫 られ た ことを
思い出 し恐怖 に胸 が 一杯 に なって い るこ と も重 な って、
自己判 断が で きない状 態 にな ってい るところ を表 して い
る。
浮 舟 は薫 たち殿上 貴族 たち を恐 れて 自分 を出せ ない で
いる 。 も と も と 自 己 とい う物 を持 た な い女 性 だ っ た 浮 舟
が一 層 自分 の意思 を言い表 せ ないでい る様 子が、 ここに
措かれている。地方国司階層に育った浮舟が、 自己表現
をす る と い う こ と 自体 に縁 の な い もの で あ っ た。 ま た そ
のような教 育 も受 けて はいない と考 え られ る。 あ る意 味
では当時 の女性 の一つ の典 型で あった のであ ろ う。そ の
女性 が、弁尼 に勧 め られ て薫 に会 うこ とを決心す るの だ
が、 自分 が どの よ うな立場 で薫 と交際 してい くのか も不
明であ った。そ の ようなあやふ やな状況 が ここには表 さ
れてい る。 一方薫 は浮舟 を大君 の形代 としてみ てい くこ
とに は っ き りと心 が 決 ま っ て い る こ と か ら、 大 き な姿 に
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な っ て い る 。 こ の心 の 在 り よ うが こ の 大 き さ と画 面 上 の
位置 に なってい る と考 え られ る。絵 巻の作者 は『源 氏物
語』 の この場 面 をこの後 に展 開す る物 語 の一つ のプ ロ ッ
トとみ な して場 面 を選 び画面 を構成 した もので あろ う。
詞書 には、 薫が 門 をた たいて 開け させ て近 くの荘 園の
預か りを名乗 り、弁尼 が戸 口 に出て雨模様 の冷気 に乗 っ
て来 た香 りか ら薫 の来訪 を知 り、薫 が 「心安 い所 で思い
を申 し上 げたい」 と言 わせ て きた ので、浮舟 は 「何 を話
した らいい のか」 と苦 痛 に思 い、乳母 は この まます ぐに
返す わ け に もい か ない と思 い母 君 に伝 え よう とす るが 、
弁は 「その必 要 ない、若 い者 同士が 、す ぐに どうなる こ
と もない。驚 くほ ど落ち着 いてい て思 慮深 い殿 で あるか
ら」 と言 っ た り して い る う ち に 雨 が さ ら に 降 り、 空 が 暗
くなって きた。宿直 人が、「東南 の崩れ た箇 所が危 険 だ」
とか、「車 を入 れ て しまっ て門 に鍵 を させ」 とい ってい
るのが気味悪 く、薫 は 「雨が 降 って困る な ど」 い って貴
子の端 に座 って、「訪ね て来 たの を留 めて、 何時 まで待
た され るのかな」 と歌 を詠 み、薫 の袖 の香 りに驚 く東 の
田舎 人で ある と善 かれてい る。
薫が門内に入って来て章子緑 に居る時、屋内での浮舟
と乳 母弁尼 とのや り取 りが行 われ てい る最 中に、宿 直人
の声 を不気 味に思 って薫が 中に入 れる よう催促 す る歌 を
詠む場 面で ある。右端 の八重 葎 は歌 に詠 まれた ものであ
るが、力 強 く立ち上が っ ていて存在感 を出 して 田舎 びた
様相 を醸 しだす役割 と、薫 の世界 にある大君 の存在 を担
っている。 その八重葎 に 日 もくれず に、画面奥 を向 く薫
は、 開いた妻戸 か ら室 内へ むけて扇 を手 に香 りを送 って
いる。屋 内 はす で に述べ た よ うに、乳 母 や 弁尼 に囲 ま
れた浮 舟 が小 さ くな って い る。 自分 の 意 の ま まに な る
と浮舟 を考 えてい る薫 は、 このの んび りと悠長 に構 えて
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いる ように見 え る大 きな像 に措 かれ るの に対 して、小 さ
く固まった よ うに後 ろ向 きの浮舟の姿 が ここでの両者 の
心模様の差を描いている。左右の画面は、同時に見比べ
る こ とで 一 層 両 者 の 心 の 在 り よ うが 見 え て くる 。
この場 面 の女 房達 は、乳母 や弁の尼 とい う特 定の女 房
達につ いて それぞれ の役 割 を持 って言 及 されてい る。 こ
の女房 達 のグルー プの中 に浮舟 は入 れ られ てお り、 よ く
言われてい る ように、 身分 の上 下 関係 が ここに明確 に図
示さ れ て い る との 考 え も こ こ か ら伺 え る （註 4）。
さて、薫像 は ここまで に 4回画面 に出て きたがすべ て
後姿 にな ってい る。一 方匂宮 はすべ て前方か らの視線 で
捉えて措 かれ て いる。 両者 の描 き方 は グルー プD・E共
に共通 してい る。偶然残 ってい る場面 がそ うな ったのか、
もともと薫 と匂宮 の措分 けが取 り決め られて いたの か不
明であ るが、 当時 考 え られて いた薫像 と匂 宮像 であ った
可能性 も捨 て られない。
第 2章 Eグルー プ としての
絵巻制作の考え方
第 1章 で見 た よ うにEグルー プの各段 は詞 書 に も画面
に も女房達 が登場す る場面 が多 く選択 されて いる。各画
面では、女房 達 のい る空 間 と物語 主人公 たちが い る空 間
が画 面の左右 に明快 に区分 され ていた。 この画面 を左右
2つ の明快 にちが う部分 か らつ くる こ とは早蕨以 来ず っ
と一 貫 した画面構成 の基本 的 な考 え方で あ る。主 人公 た
ちは措 か れた絵画空 間の 同一部分 に一緒 にい る人々 とは
目線 を向 け合 った りす るが 、残 りの絵画空 間の 人物 たち
には明 らかに 目線 を向 けない し、左 右 の描 写視点 の違 う
画面 空間 に置け る人物 間の交流 はない。に もかか わ らず、
常には っ きりと主 モチー フの主人 公 とそ の状 況・ 心象 を
補助・ 説 明す るモ チー フの女房遠 か ら画面 は 出来上が っ
てい る 。
この ように この グルー プは画面 を開 けて きってその両
者を見 るこ とで、 その空 間全 体 の意味す る ところが よ り
明瞭 に理解 され る ような画 面構 成 が され てい る。つ ま り、
1枚 の絵画 としてみた と きの状態 が この グルー プの作 品
の主 旨が一番 理解 出来 る絵 画 としての あ りようであ る。
部分的に開けてい く段階の絵巻の状況では全体の意味は
な くて 、 絵 巻 を 開 い て い く時 に と きめ く心 の 動 き とか を
計算 され ていない もので ある。各パ ー ツはあ くまで もパ
ーツで しか な く、絵 巻 を開 くこ とは全体 に向 けての単 な
る途 中で しかない のであ る。
勿論 主人公 た ちのい る部分 の絵 だけで も、挿絵 と して
の役割 は持つのであろうが、その部分の持つ意味や状況
をよ り詳細 に説明す る部分 が女房達 のい る部分 にな って
いる。
こ こでの女 房達 は、物語 を語 る重 要 なキーパ ー ソンに
当たる役 割 を担 ってい る。彼 女 たちがい ない と物語 は紡
ぎ出 され ないわ けであ る。 画面が 2つのパ ー トに分 け ら
れて い るの はそ こに女 房 とい う物語 の材料 を提 供 す る
人々 とい う意 識が あって、単 なる点景や背 景で はな く存
在としての 自覚か ら女 房達 の部分 が画面 に場 を与 え られ
てい る 。
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ところで、この グルー プの画面サ イズが、横 幅の39cm
前後 の短 い もの と、48cm前 後 の長 い もの とが混 じって
いる。その混在 は、「早蕨」「宿木HJ「宿木0」が短い
サイズ、「宿 木田 」が長 いサ イズ、「東屋 H 」が短 いサ イ
ズ、「東屋0 」 が 長い サ イズ、 とな って いて、 帖 ご とに
大小 サ イズを分 ける とい うので はない。相 木の グルー プ
では、帖 ご とにサ イズの違 い を分 けてい た こと とは違 う
考え に よ る もの で あ ろ う。
ともか く、 各段 の主人公 たち を書 き出 してみ る。
「 早蕨」の中君、「宿木H」の薫、「宿木口」の匂宮、「宿
木田 」 の中君 と匂 宮。
「 東屋H」の中君 と浮舟、「東屋0」の薫と浮舟。
この ように、相 木 グルー プの ように段 によって主 人公が
異なるが、「宿木田」はすでに「早蕨」では中君が 「宿
木0 」で は匂 宮が と、すで に主人公 に なっていた者 が再
びここに主 人公 になって いる。
す なわ ち、「早蕨 」か ら「宿 木臼 」 へ は、 自 らの 意志
で宇 治か ら都 の二条 邸へ と移 ってい く中君 が 自 らの意志
では どうに もな らない状況 に流 されてい った結果 を描 く
場面 へ と導 か れてい る。「東屋H 」か ら「東屋0 」へ は、
中君 の邸 か ら三条辺 の小邸 に移 った浮舟 に待 っていたの
は薫 との 出会 い であ りそ の後 の運命へ と繋 が る序章 とな
ってい る。 す なわち 『源氏物 語』 の物語 の展 開 を ここに
見る こ とが で き る 。
いずれ も、各段 の主人公 が変 わ りなが ら、最後 の段 へ
と集 約 されてい くような場 面選択 であ る。 この場 面選択
が、 画面 のサ イズに反映 してい る。 短 いサイズ の場 面が
重な って、 長いサ イズの場 面 を導 く様 になって いるので
ある。 この長いサ イズの 2つの画面 がそ れぞれ ク ライマ
ックスの場 面 を措 いてい る。 このグル ープの各場 面 は物
語の 重 要 な プ ロ ッ トに な っ て い る 。 各 プ ロ ッ トを押 さ え
なが ら物語 の展 開 を絵画 に作 り上 げて い く構 成 にな って
いる 。
結ま丘 ロロ
まず、 この グルー プの画面 は明快 な 2つの部分 か らで
きて いる。一方 に主人公 たちが、 もの一 方 に主 に女房達
が居 る構 成 になってい る。 この女房 が措 かれ る ことをこ
のグループは詞書の文内に残 し（主人公以外の人物評な
どは削 るが）画 面に登場 す るこ とが 当然 の こ ととしてい
る。そ して、主 人公達 の心 象表現 に彼女 た ちは大 きな役
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割を果 た してい る。
さらに彼 女 たちは、物語 がで きてい くため の素材 提供
者の立場 を も担 ってい る。 ここに、 このグル ープの特性
の一つ、作者が 『源氏物語』「早蕨」か ら「東屋」の帖
中の 1場面 を構想する時に物語のその場面が創造 されて
いく道程 を も客観 的 に想像 して構 築 してい るこ とが現 れ
てい る。
つ ま り、この グループの作者 は物語 の中 に入 り込 んで、
主人公 た ちの心 情 を画面 に主観 的 に表現 す る だ けで な
く、 物語創作 時 の場 面 を想像 してその場 面が創造 され て
いく道程 を も客観 的 に画面 に措 いてい った ものであ る。
この主人公の心象表現 も、物語の展開を絵画の中に集
約的 に表現 しよ うと して淡 々 と語 るよ うな構成 の短 いサ
イズ の 画 面 を重 ね て 、 ク ラ イマ ッ クス の 大 き な サ イズ の
画面 へ と導 く様 にな ってい る。 その ため、 このクラ イマ
ックスの場 面 を描 くた めに、新 しい画面 の構成法 や描写
視点 を も大 い に取 り込 んでい る。 こう した変化 させ た描
写視 点 に よ りで きた合成絵 画空 間 をうま く使 って、主 人













3歌絵 は歌 の情 景 を 1枚 絵 に措 き、 その 中に歌 に詠 ま
れ た語 に相 当す るモチー フ を措 き込みそ れ を読 ませ
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